
誓　約　書
令和　　年　　月　　日
●株式会社

代表取締役社長　●　殿

　この度，私は，令和　　年　　月　　日付けにて，一身上の都合により，貴社を退社いたしますが，貴社営業秘密に関して，下記の事項を遵守することを誓約いたします。

記

第１条（秘密保持の確認）

　私は貴社を退職するにあたり，次に示される貴社の営業秘密に関する資料一切について，原本はもちろん，そのコピー及び関係資料等を，貴社に返還し，自ら保有しないことを確認いたします。

1 新規事業の企画・立案に関する情報

2 製品の技術及びノウハウに関する情報

3 製品の製造原価その他販売価格の決定に関する情報

4 顧客情報及び個人情報

5 財務・人事に関する情報

6 業務上用いるＩＤ，パスワード等に関する情報

7 前各号に定めるほか，貴社が営業秘密として指定した情報

第２条（営業秘密の帰属）

　第１条各号の営業秘密は貴社に帰属することを確認いたします。また当該営業秘密に関し私に帰属する一切の権利を貴社に譲渡し，貴社に対し当該営業秘密が私に属している旨の主張を行いません。

第３条（退職後の秘密保持の誓約）

　前条各号の営業秘密を，貴社退職後においても，不正に開示又は不正に使用しないことを約束いたします。

第４条（競業避止義務の確認）

　私は，第３条を遵守するため，貴社退職後１年間にわたり，次の各号に掲げる行為をしないことを約束いたします。

1 貴社と競合関係に立つ事業者に，就職したり役員に就任したりすること。

2 貴社と競合関係に立つ事業者の提携先企業に，就職したり役員に就任したりすること。

3 貴社と競合関係に立つ事業を自ら開業又は設立すること。

第５条（退職金）
　万が一，私がこの誓約書に定める事項のいずれかに違反した場合には，就業規則に従い，退職金が不支給あるいは減額となることに異議を述べません。

第６条（誓約違反）

　前各条項に違反して，第１条各号の営業秘密を不正に開示又は不正に使用した場合，法的な責任を負担するものであることを確認し，これにより貴社が被った一切の被害を賠償するとともに，貴社によるその違反行為の差止め及び原状回復の要求に従うことを約束いたします。

第７条（規定外事項）
　本誓約書に規定されていない事項，又は記載事項に疑義が生じた場合には，誠意をもって貴社と協議し，その決定に従います。

第８条（裁判管轄）

　本誓約書に関するいかなる訴訟も，水戸地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とします。
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